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近畿訴訟大阪地裁判決について控訴断念を求める

2013年8月2日、大阪地方裁判所第2民事部は、ノーモア・ヒバクシャ近畿訴訟（義務付2次訴訟）に関し、原告9人のうち、すでに認定されている1人を除く8人について却下処分を取り消し、「原爆症と認定をせよ」とする勝訴判決を言い渡しました。

　　この裁判は、原爆症認定集団訴訟の終結以降、国・厚労省がみずからつくった「新しい審査の方針」を無視してふたたび後退させる認定行政を重ねたなか、苦しめられた被爆者100人以上がやむにやまれぬ思いでおこしたものです。

国・厚労省は、大阪地裁の判決を受け入れ、控訴を断念するとともに、原爆後障害と高齢で重い病気に苦しんでいる原告に対する早期救済、被爆者が求めている国家補償をすみやかにおこなうことを求めるものです。

2013年8月2日　　原水爆禁止日本協議会

